
















































エネルギー (言いかえると, †spin,valleylの電子の exchangeによるエネルギー
のさが｡)は大体 e2/kC〔2N+1)1β のオーダーである｡ここで, 机まgroundLandau
levelの半径,kはSiの電媒定数 〔-10)の程度である.界面による imagepotential
の影響を入れればkはefiectiveにもう少し小さくとらねばならない.これは100kOe
の磁場の時,スピン分離, valley分離 (-1meV)よりも十分大きい 〔-数meV)｡も
ちろん,この値はLandan準位内,準位問のScreeningあるいは correlation,又,そ
れぞれの準位にある tailingの為に一種の電子だけがつまっているという理想的な場合
とは異っている,などの色々の理由で,もっと小さくなるはずであるが,詳しい計算の
結果 も十分観測し得る程度である事がわかっている3:4)この様な多体効果を取入れる事
で,実験で見られるdeHaas-Schubnikovの振動の扱いを説明するには,困難なセル
フコンシステントな計算が必要であるが,現在進行中である｡もちろん,この様な系に
おける多体効果という問題も,理論的立場からは非常に興味のある,しかし困難な問題
である.
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